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藤
田
保
育
所
で

七
夕
ま
つ
り

星
に
願
い
を

７月７日の七夕を函に、藤田保芻

所では七夕飾りをつくりＪし/こ 囹

児たちは捐り紙や駆いごとを 函いた
短冊を笹挧こ飾り付けます。

６日には「七夕祭り」が衍わｎ ．

七夕のお品を聞いたあと、歌やゲー
ムを楽しみ、みんなで楽しく会食し

ました｡ 園児だ15のウルトラマンや
ドレミちゃん､、お菓子屬さんになり

たいとの願い事とともに、伝FJだ石
は子どもの健やかな咸詼を祈ります｡



う
つ
く
し
ま
未
来
博
開
幕

「

う
つ
く

し
ま

未

来
博

」
が
７

月
７
日

に

問
幕

し

ま
し

た

。

９

月
３０

凵
ま

で
の
8
6
口

間

に
わ

た
り

、
須
ｎ

川

巾

を
会

場

に
開

催

さ
れ

ま
す

。

も
う
行

か

れ
た

方

も
お
り

ま

す

が
。

こ

の
博

覧
会

は

「
笑
し

い
空

間
　

美

し

い
時
間

」

が
テ

ー

マ

。
日

本
で

初
め

て

森
の

申
で

開
催

さ

れ
ま
す

。

パ

ビ
リ

オ

ン
を

巡
っ

た
り

、
ア

ト
ラ

ク

シ
ョ

ン

を
楽
し

ん

だ

り
、

自

然
の

息
吹

を
感

じ

た
り
・：
と

、
訪

れ

た

。
人

ひ

と

り
に

す

て
き

な
未

来

が
ひ

ら
け

る
こ

と
で

し
ょ

う
。
夢

の

世
界

を

体
験

に

。
さ

あ
出

か
け

ま
し

ょ

う
。

国
見
町
を
全
国
に
発
信

未

来
噌

会
燭

内

に
あ

る
Ｓ

巾
町

村

ふ

れ

あ

い
パ
ー

ク

に
お

い
て

、

八
月

四
日

か
ら

九
日

ま

で
は

「
伊

達
ウ

ィ

ー
ク

」
と

し
て

伊

達
郡

各
町

と

と
も

に
閥

見
町

の
魅

力

を
発

信
し

ま

す
。

「
阿

津
賀

志
山

防
塁

」
の

立
体

模
型

を
は

じ
め

、
町

紹

介
パ

ネ
ル

や

特
産

品
の

艇
示

、
町

紹

介
ビ

デ

オ
を

放
映

し

ま

す

。

ま

た

、

八
月
五

日
に

は
町

指

定
無

形

文

化

財
の

「
内

谷
太

々

神
楽

」
が

Ｌ

演

さ

れ
、
Ｌ

日

に
は

「
国
見

夢
跨

頭
」

が

披
磁

さ

れ
ま
す

。

特
に

夢
窈
‥

頭
で

は

曲
を

作

っ
た
歓

予

の

「
津
軽

ひ

ろ
子

」
さ

ん

も
出
演

し

。
沖

軽

さ

ん

の
唄

に
合

せ
て

、
揃

い
の
浴

衣
で

踊

り
ま

す
。

８ 月 ４ 日 か ら ９ 日

( 伊 達 ウ ィ ー ク)

国 見 町 が 登 場

８月 ５日(日)14時　神楽舞

(内 谷太々神楽保存会)

８月 ７日(火)17時　国見夢音頭

(津 軽ひろ子さんも出 演)

霧
の
谷

農林水産館
ａ･ 川･海と巡る水の魯輾を週して.里か

で儁しい空目 奄つくり･守っている纖扁

の膜芻 水席飼奄轆介するllか.田槽え．

釣りなどかゲーム感覚で倖験できます．

また､曩林水●售の眼光･･ｆ●､そして．

麹乖ごとのミニイペント竃寅・. 拿す．

国際交流ゾーンワールドビレ
ッジ
砥親 善能や宸 示などを通じ て､ 淘外

のさまざまな地峨と蘂しく交流でき

る世界村。世界各地の民 飯色豊かな

ステージや 大遭芸など 見どころがい

っぱ い1

くらしの知恵袋館
「食」「衣」「 住」「迦 」「知」のキ ー

ワードに沿って､ ユニバーサルファッ

シ弖ン､ 食生活 診断､ 遊びのワー クシ

ョップなど遊 びながら体験や 交汳で

きるイベントか盛りだくさんです．

霧

の

谷

未来産業館
超高速回線で 送られるハイビジョン３

Ｄ映像､コンピュータ鰉竃｡ ロボットの

デモなど､ ２１世紀のネットワー ク社

会と先端技術 を体験。

21 世紀建設館
自然と共 生した 未来 の 攣ち の姿や

暮らし が､ 巨 大ジ オラマとコンピュ

ータグラフィックスを 駆使した映 像

で疑似体験できます。

からくり民話茶屋
いろり賄の空 闊を そのまま スヂージ

にし たぬくもり曷る空間 で、窗と光

の 演出 を加えな がら．謳り 鄙による

生きた民 黷を 卜迪します．また 、紙
ｙ 飃や そぱ口 上･ 会津万畿などの パ

フォーマンスも行われます．



未
来
博
の
み
ど
こ
ろ
は
？

魅
力

い
っ
ぱ

い

の
パ
ビ

リ

オ

ン
が

お
す

す
め

。
特

に

「
水

の

惑

星
　

ジ

ー
ア

ー

ス
」
や

「
企

業

未

来
館

」
で

は
驚

異
の

映

像

空

閥

を
体
験

で

き
ま

す
。

ま

た

コ

ン

サ
ー
ト

や

キ
ャ
ラ

ク
タ

ー

シ
ョ

ー
、

体
験
コ

ー
ナ

ー
な

ど
、

子

供

か
ら
大

人

ま
で

楽
し

め

る

イ

ベ

ン
ト

が
毎

日
盛

り

だ
く

さ

ん
。

魅
力

い
っ

ぱ

い
の
パ

ビ
リ

オ

ン

と
イ

ベ
ン
ト

で

夢
の

皀

界

を

体
験

く

だ
さ

い
。

パ
ビ
リ
オ
ン
の
入
場
料
は
？

会
場
内
の
パ
ビ
リ
オ
ン
へ
の

入
館
、
イ
ベ
ン
ト
の
観
覧
は
無

料
で
す
。
た
だ
し
遊
園
地
「
キ

ビ
タ
ン
ラ
ン
ド
」
内
の
乗
り
物

や

、
場
内

を

移
動

す

る

「
パ
ー

ク
ト

レ

イ
ン

」
と
「
ゴ
ン

ド
ラ

」

の
利

用

は
有

料

に
な

り
ま
す

。

食
事
が
で
き
る
と
こ
ろ
は
？

「
森

の
レ

ス
ト

ラ

ン
」
と
『
人

地

の
レ

ス
ト
ラ

ン

』
で

は

、
バ

ラ
エ

テ

ィ
豎

か
な

メ

ニ
ュ

ー
が

準
備

さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、

飲

み
物

や
軽
食

の

売
店

も

あ
り

、

お
弁

当

を
持

っ
て

き
て

場
内

で

食

べ
る

こ
と

も
Ｏ
Ｋ

で

す
。

会
場
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
？

会
場
内
に
た
く
さ
ん
の
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
（
案
内
係
）
が
い
る

の
で
、
困
っ
た
時
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

緑
の
帽
子
が
口
印
で
す
。

み

ん

な

で

Ｇ

Ｏ

／
・
Ｇ

Ｏ
／
・
未

来

博

岡

見
町

う

つ
く
し

ま

未
来

博

推
進

協
議

会
で

は

、
未

来
岬

会

場
ま
で

’
足

”
の

確
保

策
と

し

て
、

団
体

で
兄

学

さ
れ

る
場

合

、

交
辿

費
を

助

成
し

て

い
ま
す

。

バ
ス

の
運

行
費

川

や
電

叭
巡

貴

な
ど

が
助

成

さ
れ

、
気

軽
に

未

来

博

を
参

加

・
体

験
す

る
こ

と

が
で

き
ま

す
。

十

瓦
名
以

上

（

バ

ス
利
川

の

場
合
は

定

員

の
七

割
以
ｋ

を

原

則
）
の

団

体

が
未

来
溥

を
見

学

す
る
場

介

に
適

応

さ
れ

、
バ

ス

の
場

合
、

一
人
ｉ
。
リ
Ｔ

円
の

負

批
金
で
：
（

ス
料

命
を

は
じ

め

鳥

速

道
辿

行
料

、
燃

料

費
、

な

ど
の

経
費

は
全

額
助

成

さ
れ

ま

す

。
電

巾

の
場

介

に
も

同
様

で

、

会

場
ま

で

の
往

復

交
通

費
の

心

配

は

な
く

な
り

ま

す
。

騨
し

く

は
次

へ

お
問

い
介

わ

せ

く
だ

さ

い
。

私たちも参加します

からくり民話茶屋

からくり民 話茶屋では、県内に伝

わる民 話を 「語り部」さんにより伝

えら れま す。この「語り 部」として

町内 から ６名の方が出演します。こ

れまでの 特訓 の成 果とと もに心 の

ぬくもりをお伝えします。

（氏　 名）　　 （出演予定日）

簗瀬貞子さん（7 /18･ 19 9 /25･26）

角田昭子さん（８／３）

安田節子さん(  8 / 4・２４）

阿部紀子さん（８／７･３１）

赤間 ハルさん（9 /15 ）

高野時子さん(  9 / 9 )

内池和 子さん は企画 運営 委員とし

て参加します。

お問い合わせ先

国見町うつくしま

未来博 推進協議会

【企画商工課

企画商工係内 】

585  ｰ  2927

虹
の
台
地

広域交流館
' ほくとう １゙１道県 の魅力満 載1の

パビリオン 。特にミュージカル｢ ホ

クトウ の森｣ は､ ライブ の 大迫力 で

上演する本格派｡ 必見です。

9市町村ふれあいﾊﾟｰｸ

伝観芸能や祭りなど葺遭釁が達日出

潰し､ 卿土 色曹かなステージを練り広

げます｡ 香市町勾の情報も多彩|

風

の

森

森のﾈｲﾁﾔｰﾂｱｰ＆森の学校

●山体験をしながら森の中をまわるr 森

のネイチャーツアー亅や幽然の申での遊

び体康､ オオムラサキやカブト ムシなど
ー － － ・一

陶芸･木彫･染物など自然と深く闢 わる

工作教重など､日甘わり体験もあり富す。

碧

の

谷

エコフ アミリ ーパ ーク

(鹽鑞共生体験村)
自然 観爾やゲー ムを 擬しんだりしな

がら､ 自然と の共生に ついて 学び、

体駭する心地よい空蜀 です。

な ぜだろうのミュージアム

厶シチックワｰ ルド
「昆虫王国ふくしま亅ならではの“昆

虫の不愍繝 を゙テーマにした展示皿.2080

年の未来を 舞台に昆虫 の様々

な雄介をするショーが●〃 ろでＴ ．

虹
の
台
地

水の惑星 ジ・アース
メイン シアター では大 型３Ｄ映像 、

－ 一 一 ・ヽ － 一

と「生 命｣ の剛 進の物 晒が最噺のコ

ンピ ュータグラフィックスと 美しい

柵圃の飆爾こよって練り広げられます．



国保加入の方へ 国
民
健
康
保
険
税

前
年
度
水
準
に
据
え
置
き

六
月
十
九
日
招
集
の
国
見
町
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
国
民
健
康
保
険
分
（
医
療
給
付
費
分
）
と
介
護

給
付
金
か
ら
な
る
、
保
険
税
の
算
定
率
（
あ
ん
分
率
）

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
十
二
年
度
の
所
得
と
医
療
費

な
ど
が
確
定
し
た
の
を
う
け
て
改
正

を
し
た
も
の
で
、

国
民
健
康
保
険
分
（
医
療
給
付
費
分
）
に
つ
い
て
は
、

十
二
年
度
の
国
保
特
別
会
計
の
繰
越
金
を
充
当
す
る

こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
一
世
帯
当
り

〇
・
三
％
の
減
（
平
均
額
で
十
三
万
三
千
六
百
十
七

円
）
と
な
り
、
一
人

あ
た
り
で

は
〇
・
七
％

の
増

（
平
均
額
で
五
万
八
千
八
百
五
十
一
円
）
と
前
年
度

水
準
に
抑
え
、
加
入
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
し
た
。

６月の定例議会に、国保税率

の改正 等を提案 する冨永町長

保
険
税
は

医
療
給
付
費
と
介
護
納

保
険
税
は
、
国
民
健
康
保
険

分
（
灰
療
給
付
費
分
）
と
、
四

十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
方

が
含
ま
れ
る
叫
帯
の
介
護
納
付

金
分
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。
税

額
に
つ
い
て
は
、
所
得
割
、
資

産
割
、
均
等
割
、
ｆ
等
例
の
四

つ
を
基
本
に
算
出
し
、
世
帯
ご

と
の
保
険
税
を
決
定
し
て
い
き

ま
す
。
算
出
方
法
は
右
の
と
お

り
で

、

こ
の

ほ
ど

お
届

け
す

る

唹

成
十
一
。一
年

度
国

民
健

康
保

険

税
納

税

通
知
書

に

、
各

世
帯

ご

と
の

課

税
内

訳
が

記
入

さ
れ

て

お

り
ま
す

の

で
、

ご
確

認
く

だ

さ

い
。

納
付

書
は
世
帯
主
へ

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
滌

保険税はこうして決められます

【 算 出 例 】

家族構成　　　 夫（45歳）妻（42歳）子供１人（中学生）

前年度の所得　　220万（農業）

固定資産税　　6万円

課税対象額　＝　 所得額　 一　基礎控除

187万円　　＝　220万円　－　33 万円

算出の仕方
国民肆康保険分

(医療給付費分)

介護納付金分

(40歳～65歳未満)

所得割額

(課税対象額×所得割)
187万×480% ＝n 〕円－① 187万×0 調 %二ほ 6 引円－①

資産割額

(固定資産税額×資産割)
6万×23.21％＝13,926円－② 6万×5 43 % = 3.2 円－②

均等割額

(被保険者1人につき)
4 ×3人こ67.2 円－③ 5.976×2人二1 1 . 2円－③

平等割額

(1世帯につき)
22.  7円－④ 3. 2円一④

合　計

(①十②十③十④)

193.8(X)円(A)

(1〔X)円未満切捨)

32,刀(〕円(B)

(  12円未満切捨)

13年度の保険税は国民健康保険分(Ａ)193,8a〕円と 介護給付分(  8 )  78円

の合計2 %. 繝円となります｡これを8期に分けて納めていただきます。

40  歳 か ら 64  歳 の

佳吾保険料は国 保 税 と し て 納 め ま す

40燉から64歳の国民健康保険

加入者の介護保険料は ，保険税

とし て算定し 。医療給付費分と

とも に,一 括で国保 税とし て納

めてい ただきます。

40癨未満の方や65 歳 以上の方

は算定に含めません。



は
、
皀
帯
主
へ
お
届
け
し
ま
す
。

皀
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て

い

な
い
場
合
で
も
、
家
族
の
中
に

国
保
加
入
者
が
い
れ
ば
匪
帯
主

が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

保
険
税
は
忘
れ

ず
に

保
険
税
は
健
康
を
守
り
、
介

護
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
期
内
に
納
め
ま
し

【
お

問

い

合

わ

せ

】

税

務

課

課

税

係

５
８
５
-
２
７
７
８

平成13年度 国民健康保険税の税率

(あん分率)

国民健康

保険分

(医黻坿費分)

介護納

付金分

所 得 割
4  %

(  4 図 % )

0.73 %

(  0.61 % )

資　 産　 割
23 , 21 %

(  ､ 68 % )

5  %

( 5.40 % )

被保険者均等割額
2.428 円

(  Ⅲ 5円)

5.9 兀円

( 5.4 図円)

世帯別平等割額
22.8 |円

( 22.7円)

3.  2円

( 3. 9円)

課税限度 額

(課税される上限額)
53万円 ７万円

（　 ）は12年度

世帯及び一人当たりの平均税負担額( 年額/円)

＼
国民健康保険分

(医療給付費分)
介護納付金分

世帯当たり 一人当たり 世帯当たり 一人当たり

13年度 133.617 58.851 %. 952 16. 図 4

12年度 1 .0 四 58.460 21.707 14. 9

増減額 △462 391 2.245 1 .

保険税の軽減について

次の条件に当 てはまる世帯につい ては､ 均等割及

び平等割がそれぞれの割合で軽減さ れます。

・ ７割軽減…国保加 入者全員の前年度分の総所 得

金額等が33万円以下の世帯。

・ ５割軽減･･･国保加 入者全員の総所 得金額 等が33

万円 に被保険者（ただし 納税義務者を除く口 人

につき24万 ５千円を加算し た額以下の世帯。

・ ２割軽減…国保加 入者全員の総所 得金額 等が33

万円に被 保険者 １人に つき35万円を加算し た額

む下の世帯 。

国見町
国民健康保険加入者 の医療費

県

下

有

数

の

低

い
医

療

費

医
療
費
低
減
で
保
険
料
の
軽
減
を

国
兄
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

ｆ

成
十
一
。年
度
の
医
療
費
は
、
一
人

当
た
り
平
均
二
十
九
万
五
不
二

囗
九

十
円
で
昨
年
よ
り
Ｉ
ご

三
％
減
少
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
数
字
は
、

県
下

九
卜
市
町
村
の
う
ち
七
卜
九
位

に
位
置
し
、
県
平
均
額
と
比
較
し
て

も
六
万
円
ほ
ど
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
（
医
療
給
付
費

分
）
は
、
予
想
さ
れ
る
医
療
費
を
基

本
と
し
て
算
出

さ
れ
ま
す
。
医
療
費

が
安
く
済
め
ば
そ
の
分
、
保
険
税
も

安
く
な
り
ま
す
。
ｆ
成
十
二
年
度
の

。
人
当
た
り
の
保
険
税
で
は
、
国
見

町
は
県
ｆ
均
を
ド
同
り
、
伊
達
管
内

で
も
低
い
方
か
ら
二
番
目
で
す
。

受
診
率
は
県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

診

療

を
受

け
る

受
診

率
は

、
当

町

は
県

内

八
位

と
極

め
て

鳥

い
状

況
で

す
。

こ

の
こ

と
は

り
Ｅ
期

受
診
７

期
治

療
の

結
果

で

、
一

同
当

り
の

診

療
費

が
低
い
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

公
立
藤
田
総
合
病
院
な
ど
、
恵
ま

れ
た
医
療
環
境
に
あ
る
こ
と
、
総
合

検
診
な
ど
町
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康

づ
く
リ
ヘ
の
意
識
が
高
い
こ
と
な
ど

が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
と

も
健
康
管
理
へ
気
を
配

り
、
早
期
発

見
早
期
治
療
に
よ
り
、健
康
で
幸
せ

な
生
活
を
築
き
ま
し
よ
う
。

地
域
医
療
の
中
核
を
担

う
公
立
藤
田
総
合
病
院

一人当 たり の医憙員の推暮

【問い合わせ】
保健福祉課国保係　585 －2785



9月２３日
(くにみの日)に向け

義経まつり

実行委員会がスタート

「

義
経

ま

つ
リ

」
が

今
年

も

開
催

さ
れ

ま
す

。

六

月
六

日
の

「
国

見

町
ま

ち
づ

く
り

推
進

協
議

会

」（
佐

藤
忠

笑
会

艮

）
に

お

い
て
べ

義

経
ま

つ
り

』
を

本
年

も
継

続
し

て
実

施

す

る
こ

と

が
決

定

さ
れ

ま
し

た
。

さ

ら
に

、

よ

り
多

く
の

町
民

参
加

に
よ

る

、

具

体
的
巡

営

を
担

う
実

行

委
員

会

の

設
立

と
、

広

く
協
賛

金

を

お
願

い
す

る
こ
と

に
よ

り

、
町

民
皆

さ

ま

の

ま
ち
づ

く

り
イ

ベ
ン

ト
と

す

る
こ

と
に
し

ま
し

た

。

『
義
経

ま

つ
り

』
は
商

。」
振
興
・

地

域

の
活

性
化

を
図

る

た
め

、
平

成

八
年
度

か
ら

開
催

さ

れ
、

多
く

の
皆

様
に

親
し

ま

れ
て

お
り

、
昨

年
か

ら

「
国
見

町

ま
ち

づ
く

り
推

進
協

議
会

」
の
ｔ

催

で

、
町

民

参

加

の

「
ま

ち
づ

く
リ

嘔

業

」
と
し

て
進

め
ら

れ
ま

し

た
。

推

進
協

議

会
の

方

針
に

よ
り

。

宍
義

経
ま

つ

リ
』

の
具

体

的
迎

営

を

担
う

、「
義

経
ま

つ

リ
実

行

委
員

会

」
が

、
町
内

各

団

体
な

ど
を

代

衣

す
る

Ｉ
て

一
名

に

よ

り
組
織

さ

れ

、
六

月
一
一
卜

九
日

結

成
会

議
が

開

催

さ
れ
ま

し

た
。

会

議
で

は
、

委

員

災
に
斎

藤
肖

助

さ

ん
を

選
出

し

、

設
営

部
、

武
者

行
列

部

。
イ

ベ
ン
ト

部

な
ど
７

つ
の

部
に

よ

り

火

行

委
員

会

を
構
成

し

ま
し

た
。

九
月

二
ｔ

三
日

（

く

に
み
の

冂

）

開

催

に
向

け
て

、
義

経
ま

つ
り

実

行
委

員
会

の
活

動

が

ス
タ

ー
ト
し

ま
し

た
。

義経まつり参加と
協賛協力のお願い

町民み んなの１ づくりの イベ ントとす

るためにも、昨年にひき続き。広く町民

皆様の 参加と資金の協ｎ を仰ぐこととし

ました。 各世帯および各Is業所 へ協貸 金

の募金 をお願いすることとなり ます が、

何卒､ 趣旨ご理解の|;協力いただきます

ようお願い 申し 上げます｡

「義経まつり」事業費（概算)  58 万円
財源内訳
・田1補助金　　　　　300 万円

・町内各世帝　　　　　120 万円

・I]内吝事葉所　　　　50 万円
・商工会･ＪＡ伊達みらい30 万円

目橡　ｰ  ﾛ 円１口以上

囚Ｍ町 まちづくリ推進 協議 会

公災　佐藤忠 笑

【問い合わせ】 国見町まちづくり推進協議会

事務局(役場企画商工課内) (  5 ) 2927

監
査
委
員
に
高
橋
永
治
さ
ん
再
任

山
長
育
英
財
産
管
理
委
員
に
斎
藤
弘
さ
ん

国

見
町

監
査

委
貫

に

高
橋

永

治

さ
ん

（
山

崎
字

下
川

前

十
七

）
が
再

任

さ

れ
、

六
月

二
十

五
日

辞

令
が

交
付

さ
れ

ま
し

た
。

高

橋
さ

ん
は

四
期

日

の

就
任

で

任
期

は

四
年
間

で

す
。

国

見
町

山

長
育

英

財
産
管

理

委
貝

に
、
斎

藤
弘

さ

ん
（

県

北
中

学

校
長

）

が
就

任
し
ま

し

た
。

辞
令
を
受
け
る
高
橋
永
治

監
査
委
員
（
写
真
左
）
と
斎

朦
弘
管
理
委
員
（
写
真
右
）

国見町の夏を彩る

国見夢まつり・花火大会開催

国見夢まつり
日 時　 ８月 ４日( 土) 正午 ～午 後 ９時

場 所 藤田 商 店 街(つ く だ や酒 店～ 新 叶 屋前)

正 午 ～　　 歩行 者天 国 各 種 イベ ン トを 開 催

5 時 30 分～　 国 見 盆 踊り

[子供盆酎･ ゆかた]ﾝﾃｽﾄ･1 貝夢唇頭･盆誦り)

花火大会
日時　 ８月４日（土） 午後８眄～

場所　 観月台公園

【問い 合わせ 】 国見町商 工会7?(  585 ) 2280



参
議
院
議
員
通
常
選
挙

７
月
２
９
日
(
日
)
投

票

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

第
卜
九
川
参
議
院
議
は
通
常
選
挙
が
七
月
十
二
日
公

示
、
匕
月
二
十
九
日
投
票
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙

は
、
二
十
一
世
紀
初
頭
の
日
本
を
担
う
代
衣
者
を
選
ぶ

大
事
な
選
挙
で
す
。
投
票
日
に
は
棄
旅
し
な
い
で
投
票

し
ま
し
よ
う
。
投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
八

時
ま
で
で
す
。

築きます!あなたの一票
日本の未来

投票は選挙区と比例区の二回

比例区も候補者名を！
投票は福鳥県選出巌員選挙く選挙区j と比例 代夫選挙｛比 例

区 ｝の２票朷で行い ます。これ まで比例区では､政党名を記載

し ましたが､ 今回 から非拘束 名簿式に改正され､ 名簿による候

柿者 名を記載し投以し ます。ただし政党 名で も投票できます。

選挙区選出議員選挙

選挙区 選出 議員選挙は､候補者氏名を記 入しま す。

比例代表選出議員選挙

比例代表選出議員の選挙は、候補者氏名または

政党名を記入します。

都
合
の
あ
る
方
は

不
在
者
投
票
を
！

投
票
囗
当
日
、
都
合
の
悪

い

と
見
込
ま
れ
る
方
は
、
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
は
公
。小
川
か
ら
投

票
日
の
前
日
の
七
月
一
一
卜

八
日

ま
で
。
午
前

八
時
三
十
分
か
ら

午
後
八
時
ま
で
町
役
場
で
受
付

し
て
い
ま
す
。
人
場
券
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。（
上
曜
、
日
噸
で

も
不
在
行
投
票
は
で
き
ま
す
。
）

【
問
い
合
わ
せ
先
一

国
見
町
選
挙
管
理
委
員
会

ｇ
（
５
８
５
）
2
1
1
2

｢ふくしまの遊歩道50選｣に

あつかし山ハイキングコース

が選ばれました

あつかし山ハイキングコース
あつかし山頂 に至る自然の探 勝コース、特 に春の

桃花･ 秋の紅葉は裏晴らしく､赤松の林間をくぐり､289m

のあつかし山頂に到達すると、信違弔野 がｰ 望で き

る。阿津 貿志山 は源頼朝軍 と奥州藤陳軍との激戦地

であり､囚指定史跡阿津賀志山防塁 もあり、史跡 と自

然の双ﾉjを楽しめる。上野台運助公吻lからは往復約

９ｋｍで､ 町民ウォーキング大会のコースとなっている。

県
民
投
票
に
よ
り
「
ふ
く
し
ま
の
遊
歩
道
5
0選
」
に
。

「
あ
つ
か
し
山
「

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
福
島
民
報
社
が
創
立
百
十
周
年
を
記
念
し
て
行
っ

た
も
の
で
、
百
六
ヶ
所
の
候
補
地
を
対
象
に
県
民
投
票

を
実
施
、
投
票
総
数
三
十
五
万
六
哥
票
の
う
ち
、
あ
つ

か
し
山
同
コ
ー
ス
は
三
四
二
七
票
を
獲
得
し
、
四
ｔ

六

番
目
で
選
ば
れ
ま
し
た
。

あ
つ
か
し
山
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
。「
た
ん
が

ら
山
」
と
し
て
町
民
に
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

ふ
く
し
ま
の
遊
歩
道
に
選
ば

れ
た
こ
と

か
ら
、
四
季

折
々
の
自
然
と
歴
史
に
親
し
め
る
遊
歩
逆
、
山
頂
か
ら

の
素
晴
ら
し
い
眺
望
は
、
多
く
の
方
々
に
堪
能
い
た
だ

け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
投
票
に
よ
る
ご
支

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
つ
か
し
山
山
頂
か
ら
の

す
ば
ら
し
い
眺

望



ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

町
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

七
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す

が
、
七
月
一
口
河
川
を
は
じ
め

道
路
、
側
溝
な
ど
を
浦
掃
す
る
、

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。（
石
母
田
地
区
は

六
月
二
十
四
日
実
施

）
今
年
で

ニ
ト
回
を
迎
え
、
六
卜
三
の
町

内
会
す
べ
て
に
よ
る
、
。こ
そ
人

を
超
え
る
参
加
で
す
。

各
町
内
会
単
位
に
、
？
朝
か

ら
作
業
は
開
始
し
さ
れ
、
河
川

敷
や
道
路
沿
に
捨
て
ら
れ
て
い

る
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
、
側
溝

の
泥
あ
げ
な
ど
、
町
内
各
所
に

わ
た
る
清
掃
活
動
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
囗
集
ま
っ
た
ゴ

ミ
は
、

匸

。一
ニ
ト
ン
に
も
な

り
、
町
建
設
業
協
会
の
方
々
の

協
力
で
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
の

ま
ち
づ
く
り

き
れ
い
な
花
が

咲
き
揃
い
ま
し
た

花
い
っ
ば
い
巡
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
町
を
花
と
緑
で
飾
り
、

う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
今
年

で
七
年
目
を
迎
え
ま
す
。

町
内
会
や
各
極
団
体
な
ど
、

全
部
で
四
十
団
体
が
参
加
し
、

国
道
四
号
や
県
道
、
町
逆
沿
い

に
、
花
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

用
意
さ
れ
た
苗
は
国
県
分
も
含

め
、
サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
な
ど
全
部
で
一
万
六
不
本

で
す
。

今
年
も
秋
ま
で
き
れ
い
な
花

が
町
を
彩
り
、
逆
行
く
人
の
心

を
和
ま
せ
ま
す
。

花いっぱい運動参加団体

西大技 区．大町甬 一宮町南・町東 ・宮東・上野・鶉

町 ・山崎沢田・山崎宮舘・板橋・第１・第２・高城・

貝田 各E町内会 ．藤田婦人 会，ＪＡ女性部 ，商工会女

性 郡．商工会育年部 ，宮町北町内会女人部 ，第２町

内会老人クラブ ，第２藤田 長寿会 ，山崎長寿会 ，徳

江北長寿会貝田長寿会 ，ト ライアングルクラブ ，交

通安全協会大木戸 部会 ．小 坂交通安全母の会 ，谷小

中学校 ，各幼稚園 ，各季 節保育所 ．藤田保育所

中学生のがんばり
県北中学校の中体違での鈷果をお知らせします

・中体運・県北総合大会
【剣 道】

女子個人 佐藤恵美 第３位･,県大会出場･
lソフトテニス】

男子ダブルス ハ巻祐介・佐久間寛 ペスト8
1柔 遭】

男子55k9級 佐藤直也 ベスト８
・中体運・伊遭支郡大会
l陸一卜男子】
共酒砲丸投げ 潭田一大 第１位11県大会出場)
共通0  m　　 爾田貴武 男２位

1●卜女子】
共通2 圓 m 銘木登美子 第｜位{県大会出切:
共通4DO mリレー 第２位
･;佐騒明日香・鈴木美佳一大沼彩 一渡邊昊希}
１年10()ｍ　　 穂積 佑季 捕３位
共通三種Ａ　 佐藩 恵昊 第３位
共通8卯ｍ　　 佐ｉ 明日香 勢３位
共通砲丸投げ 佐藤 美樹 第３位

【バレーポール】
団体男子 第３位

【卓 ・ 】

団体男子 第３位
団体女子 第１位
女子シングル 佐騒由佳 第１位

谷津旧美 第３位
女子ダブルス 梅谷愛昊 一管野めぐみ 第２位

佐久周飜・斎藤さおリ 夷３位
1ソフトテニス!
団体男子 第２位
団体女子 第２位
男子ダブルス ハ巻祐介・佐久間寛 第３位
女子ダブルス 渡邊美希 一角田沙織 男３位

l剣 道l
団体女子 糖１位
個人女子 オーブン 佐ｉ 恵戞 第１位

個 励　 佐嘔由梨絵 第 1  位
【柔 道】
愚人男子4  脉 9 級 吉田博史 戔３位

5 豚 9 佐藤直也 第２位
＝　 菊地史也 第３位
:･　　酒井 皐 第３位



６月の
グラビア

公共施設の消毒作業　農業会議所

国
見

町
農
業
会
議
所
（
村
上

信
夫
会
長
）
は
６

月
2
3日
の
早

朝
。
各
学
校
や
観
月
台
公
園
な

ど
の

消
毒
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

公

共
施
設
の
木
々
を
ア
メ
シ
囗

や
毛

虫
の
発
生
か
ら
守
る
た
め
。

例
年
行
っ
て
い
る
奉
仕
活
動
で

す
。
こ
の
活
動
は
同
所
の
前
身

で

あ
る
農
業
腎
年
会
議
所
発
足

時
か
ら

続
け
て
い
ま
す
。

虫歯予防デー
６月 ４日の「虫 歯予防 デー」にちなんで 、

藤田・森江野各幼稚園 では 、Ｓの大切さに

ついて学ぶ「虫歯予防の 集い」 が開催され

まし た。養護の先生から虫歯はなぜできる

のか 、正し い歯磨 きに つい ての話があり 、

虫歯のない子40名が表彰されまし た。

消防団長杯ソフトボール大会

第８回国見町 消防団長杯ソフトポ ール大

会が６月24日 。上野台運動公圃において開

催さ れました。 消防団員相互の親睦と体力

の向 上を目的に行われ 。各分団から計 ９チ

ームが参加 。勅戦が締り広げ られまし た。

優勝の 栄冠は ２分団３部（山崎）が獲得､３

分団３部（塚野目）が準優勝となり まし た。

国
見
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
発
表
会

国
見
カ
ラ

オ
ヶ
愛
好
会
（
高
橋
八
重
子

会
長
）
で
は
６

月
1
0日

、
観
月
台
文
化
セ

ン

タ
ー
で

、
鈴
木
勝
二
さ
ん
門
下
の

県
北

地
区
の
仲
間
と
と
も
に
合
同

発
表
会
を
開

催
し

ま
し
た
。
約
7
0

名
が
日
頃
鍛
え

て

い
る
自
慢
の
ノ

ド
を
披
露
。
大
き

な
喝

采
を
浴
び
ま

し

た
。
ま
た
。
出

演
者
や

来
場
者
か

ら
の
チ

ャ
リ
テ
ィ

募
金

が
社

会
福
祉

協
議
会
へ
届
け
ら

れ
ま
し
た

。

松
く
い
虫
防
除

６月20日と ７月４日の ２日にわたり ，ヘ

リコプタ ーによる松く い虫防除空中 薬剤散

布が行われ ました。啝田新田地区と阿 津賀

志山周 辺の32ha が散 布区域 で ，松く い虫

（マツ ノザイセンチュウ）の適び屋となる 。

マ ツノマダラカミキリを駆除し ，健康な松

への感染を予防します。



保健だより
禪羈福祉呷 で坪偏増進係 応 ( 5β5 ) 278

献血は
命を救う

赤い糸
８月 ７日( 火)【ま国見町の献血の日です。

場
　
所

伊 達 み ら い 農 業 協 同 組 合 小 坂 支 店 前

八 巻石 材 工 業( 株) 国 見 工 場 前

ア ツ ギ 白 石( 株) 国 見 工 場 前

( 株) 福 梁 製 作 所 前

生活協同組合 コープ福島 コープマート国見前

時
　

間

午前９時 ～ 午前10時

午前10時15分 ～ 午前11時30分

正午 ～ 午後１時

午後2 時 15分 ～ 午後３時30分

午後４畤 ～ 午後５時

※成分献血は､検査を含め約1時間 かかります｡ご協力くださる方 は､あらかじめご連絡ください。

＊＊＊　　　１歳６ヵ月児健診　　 ＊＊＊

該　 当　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 鳩

平成12年１月16日～

平成12年３月31日生まれの幼児
９月a〕日(木) 午後１時30分～午後２時

観月台文化センター

第１和室

（ 健診内容）

☆内科と歯利の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身長・体重測定を行います

☆心理判定員による相麟・指導･･･子育てに関する不安や悩み等。お気軽にご相談ください。
☆栄譽指導（おやつの試食）もあります。

（持参するもの）

☆母子健康手帳と１歳６ヵ月児健康診蓋票（必要事項を記入してください）を忘ｎ ずに！

＊＊＊　　 乳　児　健　診　　 ＊＊＊

骸　 当　 児 実 施 日 受 付 時 間 会　　 場

・３か月児（平成13年５月生まれ）

・９か月児（平成12年11月生まれ）
９月27日( 木) 午後1  時 分～午後２畤

観月台文化センター

第１和室

（健診内容）☆医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて
（持参するもの）☆母子健康手帳を忘れずに！

１年に１回は健康チェック総合検診

平成13年度　総合検診受診者数

検診内容
月日 翦 髷溜 翦 彎 旨･ 骨粗鬆

症検診
髪梟づくり

事瞿

4 / (月) 286人 257人 44人 14人 110人 52人 20人

4 / 24 (火) 247人 217人 a〕人 24人 99人 44人 20人

4 / 25 (水) 277人 249人 7S人 a)人 ICX〕人 67人 22人

4 / (木) 255人 235人 a)人 24人 1(X5人 73人 23人

4 / (金) 292人 254人 87人 29人 111人 79人 24人

5 ﾊ (火) 318人 28S人 l(X〕人 34人 128人 76人 28人

5 / 2 (水) 231人 198人 71人 25人 Ｓ人 58人 16人

5 / 7 (月) 2S 人 27D人 91人 37人 121人 58人 22人

5 / 8 (火) 257人 235人 93人 38人 叨人 62人 15人

5 / 9 (水) 239人 214人 64人 24人 76人 38人 19人

合 肝 2.697.人 2.4 図人 766人 269人 1. 人 a}7人 2剪人

去る４月23日から５月９日にかけて総合検診

を冥施しました。受診者等については記載のと

おりであり、要医療・要粫検の方は、早期に医

療機関において検査を実施することをお勧めし

ます。

豪4 / 23～５／１日までは、

観月台文化センターにお

いて実施

5 / 2 ､ 7日は罧江野町

民センターにおいて実施

５／８、９日は大枝東部活性化センターにお

いて突施

※健康づくり事業とは18歳から39歳の男女を対

象とした基本健康診査で、今年度からの新規

串業です。



インフォメーション

募
　
集

国

見

町

職

員
　
　

’

（
高
校
卒
程
度
）

国
見
町
で
は

、
平
成
十

四
年
度
に

採
用
す
る
一
般

胼
務
（
行

政
）
職
貝

（
高

校
卒
程
度

）
を
若
干
名
募

集
を
し
ま

す
。

▼
受
験
資

格
…
昭
和
五
十

五
年
四
月

二
日
か
ら
昭

和

五
十
九
年

四
月

一
日
ま
で

に
生
ま
れ

た
者

で
。
平

成

十

四
年
三
月

ま
で
に
高
校

を
卒
業
ま

た
は

卒
業
見
込

み
の
者

▼
募
集

期
間
・
：
七

月

十
一
日

か
ら

八
月
十
日

ま
で
（
執

務
時

間
中
に
限

る
。
郵
送
の

燭
合

は

八
月

八
日
消
印

ま
で

受
付
）

▼

一
次

試
験
日
…

九
月
卜
六

日

▼
二

次
試
験
日

…
一
次

試
験

合
格
者
に

通
知

▼
申

込
用

紙
の
請
求
・：
申
込
用

紙

は
総
務
課
で
交
付

し
ま

す
。

郵
便
で
請
求

す
る
場

合
は

、
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
申
込

方
法
・
；
◇

申
込
用

紙

に
必
要
事
項
を

紀
入
し
、

総
務

課
に
提
出
く

だ
さ
い
。

★
問
い

合
わ
せ

総

務
課
　

庶
務

係

一`一（
５
８
５

）
2
1
1
2

伊

達

地

方

消

防

組

哈

職

員
　
　

（
高
校
卒
程
度
）

伊

達
地

方
消
防
組

合
で

は
、
平

成
十
四
年
度

に
採

用
す

る
職
員
（
高
校
卒

程

度
）

を
若
干
名
募
集
し

ま

す
。

▼
受
験

資
格
・：
昭
和

五
十

こ
年

四
月
二
日
か
ら

昭
和

五
十

九
年
四
月

、
日

ま
で

に
生

ま
れ
た
者
（
学
歴

は

問

い
ま
せ

ん
。
）
▼
募
集

期

間
…
七

月
十

。
口
か

ら
八

月
十
口

ま
で
（
執
務
畤

間

中
に
限

る
。
郵
送
の

場
合

は

八
月

八
日
消
印
ま
で

受

付
）

▼
一
次
試
験
日

…
九

月
十
六
口

▼
二

次
試
験
日

・：
一
次

試
験
合
格
者

に
辿

知

▼
申
込

用
紙
の
請
求
・：

巾
込
用
紙

は
伊
達
地
方

消

防
組
合
消

防
本
部
、
各

分

署
、
及

び
国
兄
町
役
場

総

務
課
で
交
付
し

ま
す
。

郵

便
で
硝
求

す
る
瑚
介
は

、

問
合
せ

く
だ
さ
い

▼
申
込

方

法
…
◇

申
込
用
紙
に

必

要
嘔

項
を
記

入
し

。
伊
達

地

方
消
防
本
部

総
務
課

に

提
出
く
だ

さ
い
。

★
問
い
合

わ
せ

伊
達
地
方
消

防
本
部
総

務
課｀

Ｊ（
５
７

５

）
４
1
0
1

福

島

県

職

員
　
　

・

｛
資
格
免
許
職
・
高
校
卒
程
度
｝

▼
受
験
資
格

◇
資
格
免
許

戰
（
短
大
卒

程
度
）
・
：
職

楝
に
よ
っ
て

異
な
る
の
で

問

い
合
わ
せ

く
だ
さ

い
◇

高

校
卒
程
度

…
昭
和
五
十

五
年
四
月
二
口

か
ら
昭
和

五
卜
九
年
四
月

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

。
学
歴
は

不

間
。
職
相

に
つ
い
て
は

一
般

・
学
校

・
警
察
事
務

及
び
そ
の
他
の

職
種
が
あ

り

詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

▼
受
付

期
間
・
：
八

月

六
日

～
八
月

こ
卜

八
日

▼
一
次
試
験
日

…
九
月
二

十

三
日

（
市
町
村
立
学
校

栄
養
職
員
・
事
務
職
員
）

▼
受

験
資
格
◇
栄

養
職
員

…

昭
和
四
十
九
年

四
月
二

日

か
ら
昭
和
五
十

七
年
四

月

一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た

者
で

、
栄
養
士
の

免
許
を

有
す

る
者
又
は
取

得
見
込

み
の

者
◇
事
務
職

員
…
昭

和
五
十

五
年
四
月

二
口

か

ら
昭

和
五
卜
九
年

四
月
一

日
ま
で

に
生
ま
れ

た
者
▼

受
付

期
間
・
一
次
試

験
日

：
∴

短
大
・
高

校
卒
程
度
一

と
回
じ

（
警
察
官
Ｂ
）

▼
受
験
資
格
・：
昭
和
四
十

七
年
四
月

二
日
か
ら
昭

和

五
十
九
年
四

月
一
日
ま
で

に
生
ま

れ
た
者
で
、
警
察

官
Ａ
（
大
学
卒
業
程
度

）
の

受
験
資
格
を

有
し

な

い
者

▼
受
付
期
間
・：
七
月
二
十

三
日
～

八
月
卜

四
日

▼
一

次
試
験
日
…
九
月

十
六
日

★
問
い
合
わ
せ

福
島
県
人
事

委
員
会

贄
（
5
2
1

）
7
5
8
8

自 衛 官 募 集 (高校卒程度)

募集種目 資 格 受付期間 試験期日

２等陸・
海・空士

男子
18歳以上

27歳未満
年問を通じ受付 受付時にお知らせ

女子
18歳以上

27歳未満
8/6 ～9/7 一次9  / 25～26

豊候補士
18廬以上

27歳未満
8/6 ～9/7 一次9  / 16

一般曹候補学生
18鮫以上

24歳未満
8/6 ～9/7 一次9  / 16

看護学生
高卒(見込含)

以上24 歳 未 満
9 / 13～10 月 2 一次1 Ⅳ

航空学生
萵卒(見込含)

以上21歳末ｌ
8/6 ～9/7 一次9  /

問い合わせ　目衛隊福島募集案内所 ？?5   ー7 的 5



女
性
の
た

め
の

技

術
講
習
会

簿
記
三
級

県
男
女
共
生
セ

ン
タ
ー

で
は

。
女
性
の
就

業
援
助

を
図

る
こ
と
を
目

的
に
、

簿
記

３
級
講
習
会

を
開
催

し

ま
す
。

▼
内
容
・
：
日
商

簿
記

検
定

三
級
の
合
格
を
日

指
し
ま

す

▼
期
間
…
九
月

七
日
か

ら
十
月
三
ト

ー
日

ま
で
の

毎

週
火

・
水

・
金

曜
日

▼

場

所
・
：
県
男
女

共
生
セ
ン

タ
ー

（
二
本
松
市

）

▼
定

員
・・
一
ニ
ト

四
人

（
全
期
間

出

席
で
き

る
方

）
▼
受
講

料

…
教
材

費
を
除

き
無
料

▼
申
込
…

八
月

二
ｔ

三
日

と
二
十
四
日

に
同
セ
ン
タ

ー
で
直
接

受
付
け

ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

福
島
県

男
女

共
生
セ
ン

タ
ー昔

0
2
4
3

（
２
３

）
８

「
夢
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

束
北
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
社

会
へ
の
理
解
と
情
報
技
術

の
向
上
を
図
る
た
め
、
東

北
総
合
通
信
局
で
は
第
五

回
「
夢
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア

」

コ

ン

ク

ー

ル

を

開

催

し

ま

す

。

次

代

を

担

う

子

ど

も

達

を

対

象

と

し

て

作

品

を

募

集

し

ま

す

。

◆

イ

ラ

ス

ト

部

門

…

小

中

学

生

を

対

象

に

、

パ

ソ

コ

ン

を

使

川

し

て

「

君

の

夢

は

ど

ん

な

夢

」

を

テ

ー

マ

と

し

た

イ

ラ

ス

ト

を

応

募

く

だ

さ

い

。

◆

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

部

門

・
・
・

小

・

中

学

校

及

び

高

等

学

校

に

在

学

し

て

い

る

方

（

ク

ラ

ス

、

ク

ラ

ブ

で

の

応

募

可

能

）

で

作

成

し

て

い

る

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

。

▼

応

募

期

限

・
：

九

月

二

十

九

日

ま

で

▼

詳

し

い

要

項

は

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

ｈ

ｔ
ｔ
ｐ

：

／

／
ｗ
ｗ

ｗ

．
ｔ
ｔ

ｂ

．
ｇ

ｏ

．
ｊ
ｐ

を

ご

覧

下

さ

い

。

★

問

い

合

わ

せ

東

北

愉

報

通

信

懇

談

会

作

品

募

集

事

務

局

ｇ

０

２

２

（

２

２

１

）

０

自
宅
で
大
学
の
授
業

放
送
大
学
で
は
、
平
成

十
三
年
度
二
学
期
（
十
月

入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
自
宅
で
大
学

の
授
業
が
受
け
ら
れ
る
放

送
大
学
は
、
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ

ル

放
送
や

、
テ

レ
ビ
と
ラ

ジ

オ
で
授

業
を
行
い
、
自

宅
で
学
習
で

き
ま
す
。

▼
募
集
学

生
・：
◇
全
科

履

修
生
（
卒

業
を
目
指
す

学

生
）
◇
選

科
艇
修
生
（

一

年
閥
在
学

）
◇
科
目
履
修

生
（
六
ヵ
月

在
学
）

▼
受

け
付
け
期
限
・：

八
月
十

五

冂

▼
放
送

大
学
の
特
長

…

◇
テ
レ

ビ
と
ラ

ジ
オ
を
利

川
し
て
授

業
を
行

う
正

規

の
大
学
で

す
◇
入
学
試

験

は
な

く
、
卜
八
歳
以
上

な

ら
だ
れ
で

も
人
学
で
き

ま

す
▼
一

科
目
で
も
学

べ
ま

す
▼
卒

業
す
れ
ば
学
士

の

学
位

を
取

得
で
き
ま
す

★
問
い
合

わ
せ

放
送

大
学
福
島
学

習
セ

ン
タ

ー
｀
1
0
2
4（
９
２
１

）
７

写
真
・
カ
メ
ラ

入
門
講
座

岡
見
写
真
倶
楽
部
（
鈴

木
俊
博
会
長
）
で
は
、
初

心
者
を
対
象
と
し
た
、
写

真
・
カ
メ
ラ
入
門
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
写
真
・
カ
メ
ラ
技
術
の

習
得
と
、
写
真
の
も
つ
魅

力
を
体
験
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
畤
：
八

月
二
十

六

日
、
九
月
二

・
九
・
十

六

日
の
四
回
午
後

七
時
三

十

分
～
九
時
ま
で

▼
講
師

…

松
浦
正
風
先
生

▼
受
講

料

…
千
円

▼
定

員
・：
二
十

五

名

▼
申
込
：
八

月
二
十

四

日
ま
で
次
へ
申

込
み
下

さ
い
。
詳
細
は
問

い
合
わ

せ
下

さ

い
。

★
申
込
・
問
い
合
せ

先

国
見
写
真
倶
楽

部
鈴
木

贄
（
５
８

５
）
2
3
8

４

西
分
署
だ
よ
り

住
宅
防
災
は
生
活
基
盤
の
原
点

住
宅
か
ら
の
火
災
防
止
は
、
生
活
の

基
盤
を
守
る
た
め
の
原
点
と
い
え
ま

す
。
し
か
し
、
火
災
の
中
で
住
宅
か
ら

の
出
火
が
も
っ
と
も
多
く
、
火
災
に
よ

る
死
者
の
九
割
が
住
宅
火
災
に
よ
り

ま
す
。

不

特
定
多
数
の
人
が
出
入
す
る
建

物
は
消
防
法
に
よ
り
、
消
防
用
設
備
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
一
般
住
宅
の
防
災
施
設
は
白
主

性
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て

い
る
の
が
現
状

で
す
。

住

宅
火
災
の
実

情
か
ら
、
一
般

住
宅

へ

防

災
機

器

の
普

及

が
望

ま

れ
て

お

り
、
火
災
報

知
器
や
自
動
消
火

装
置
な

ど

を
設
置
す
る
こ
と

は
。
被
害

を
減
ら

す

ポ
イ
ン
ト
と

い
え
ま
す
。

火

を

出

さ

な

い
こ
と

が

一
番

で

す

が

、
万

が
一

に
備
え
た
対
策

も
人

切
で

す
。
住
宅
用

防
災

機
器
や
防
火
対

策
な

ど

、
不
明
な

点
は
西
分
署
ま
で

お
気
軽

に

ご
相
談
く
だ

さ
い
。

伊

達
地

方
消
防

組
合
西

分
署

一`一
（
５

８
２

）
3
1
9
0

ありがとうござい ました

緑の募金

g ａ や ご協力 呼 小 嶝 の・ｔ｣ ‘a

お かげさ戞 で目標額を孝 脾 まし た。今後県

緑 化推進 委員会からめ配分金にま り７ 町 内の

緑化 事業に活用いた
詞F

す。 力 あ り と

うござい まし た｡l;i:

募 金総663.922 円

内訳　　　　金　458.700円Ｊ

金146 ∽0円

職場募金　59.222 円



お
知
ら
せ

終
戦
時
引
揚
者
の
方
へ
・

通

貨
・
証

券

な

ど

叭

お

返

し

し

て

い

ま

す

終
戦

後
海
外
引
揚
者

か

ら
税
関

が
お
預
か
り
、

保

管
し
て

い
る
辿
貨
・

証
券

等
を

お
返
し
し

て

い
ま

す
。

次
に
心
当

た
り
の
方
は

お

問
い
合
せ

く
だ
さ

い
。

・

終
戦

後
、
外
地
か
ら
引

掛
げ
て
こ

ら
れ
た
方
が

、

上
陸
地
の

関
税
、
海
事
局

に
鎖
け
ら

れ
た
通
貨
・

証

券
な
ど
。

一

外
地
の
集

結
地
に

お
い

て
総
領
事
館
な
ど
に
預
け

ら
れ
た
証
券
の
う
ち
、
日

本
に
送
還
さ
れ
た
も
の
。

★
問
い
合
わ
せ

小
名
浜
税
関
支
署
福
島

方
面
事
務
所

贄（
５
３
４
）
2４
6
6

知
っ
て

い
ま
す
か
　

．・
゜

建
設
業
退

職
金
共
済
制
度

建
設
現
場
で
働
く
方
々

が
安
全
・
確
実
・
有
利
に

退
職
金
が
受
け
取
ら
れ
る

国
の
制
度
が
、
建
築
業
退

職
者
共
済
制
度
で
す
。
共

済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に

応
じ
証
紙
を
は
り
、
建
設

業
界
で
働
く
の
を
止
め
た

と
き
に
、
退
職
命
が
支
払

わ

れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

〈
事
業
主
の

方
へ
〉
申
込

み
は

簡
単
で
、
経

営
字
膏

審
査
で

加
点
さ

れ
ま
す
。

掛
け

金
の
一
部
を
国

が
補

助
し

ま
す
。

〈
建

設
現

場
で

働

く

方

へ
〉

事
業
主
が
変

わ
っ
て

も
退
職
金
は
通
算
さ
れ
、

提
携
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

助
労
者
退
職
金
共
済
機

構
健
退
共
福
島
県
支
部

］`（
５
２
３
）
1
6
1
8

野焼きは禁止されています

１ ダ イオキシン類の発生を抑制することなど

を目的に｡「廃棄物の処理及び清掃に関 する法

律」により 、廃棄物の焼却は 一定の基 準で行

うよう定められていますので 、ドラム缶など

で焼却するいわゆる野焼きは 彗|卜さ れてい ま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　 １

１ ただし 、次のような 場合は 例外とし て畭か

れます．　　　　　　　　　　　　　　　 ｉ

・ 「どんと焼き」などの 地域の 行事における

１ 廃材等の焼却　　　　　　　　　　　　 ｜

・ 農家がやむをえず行う 伐採した枝条や稲わS

らなど の焼却であって軽 微なもの（廃ビ ニj

一ル等の焼却はこれに含 まれ ません｡ ）　１

・ たき火 、キャンプフ ァイヤーなど行う 際の

ｓ 廃材等の焼却であって軽 微なもの　　　il

※焼却禁止の 例外に該当 する堀合でも 、生活L

環境の保全上支障を生ずる焼却行為の場合

は 改き 命令の刔 象となります。

j

お問い合わせ先】　　　　　

１

住民 課　 生活環境係　(  5 簡 ) 211

消費生活相談窓口への

パソコン設置について

消費生 活に関 する情報

を、インタ ーネットを利

用し て引き出 すため 、パ

ソコンを設置し ており ま

す。お気軽にご 利用下さ

い｡(操作方法はご 指導い

たし ます。)

・設置場所

国見町役場企画商工課

・ 利用時間7 吻

午前８眄～午後５時

サマーージャンボ宝くじ

１等前後賞あわせて３億円

発売期間 フ月１６日～８月３日

こ の宝くじの収益金は､市町村の行う公共事笑に

役立てられています。

８月の心配ごと 相談

３日面 菊地 ¶゙勍･4

佐● £f14
24日面 廿野路一廊14

什久間そ卜″4

●場所 役場( 2 ) 物丿毟

●畤間 午町９畤一dご乍

人口と 世帯

６月１日現在

人口1  143 人(－11)

男5  , 人〈－７〉

女5.759 人(  ー4 )

出生14 人 死亡9 人

転入21 人 転出37 人

世帯3.179 世帯(  十 4 )

結

婚
お
め
で

と
う

ミ
ア
ー
ズ
ケ
レ
ン
ジ
ョ
ン

沼
田
由
紀
恵

八
巻
孝
文

紺
野
加
寿
子

誕

生

お

め
で

と

う

高

木
　

翔

心
ｙ

（
藤
田
光
隅
）

誠

司
ｊ

・

孝

子

丿

佐

藤
　

郤

也
ｙ
（

第
　

２

）

智

ｊ

・

美

代

子

～

八
島
　

沙

弥
ｙ
（

小
　

林

）

貴

瑞
ｊ

・
香

織

丿

佐

々
木

舞

依
ｙ
（

石
母
Ⅲ
．西
）

一

宏
ｊ

・

忍

丿

野

村
　

成

美
ｙ
（
小
　

林

）

政

睹
ｊ

・

敦

子

丿

阿

部

申

太

郎
ｙ
（

大

木

戸

）

恒

利

ｊ

・

何

敏

丿

深

川
　

加

依
ｙ
（
板
　

橋

）

克

成

ｊ

・

幸

子

丿

松

浦
　

行

成
ｙ
（
石
吋
1
1
1
原
）

克

行

ｊ

・

佐

枝

子

ｊ

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

安

藤
　

敏

春

丿
7
1
（

山
根

）

古

内
　

止

衞

丿
7
9
（
町

東

）

武

田
　

岩

吉

丿
9
7
（
泉
Ⅲ
Ｆ
）

商

橋
　

要

士
り
。
ん
7
1（
貝

田

）

亀

岡
　

直

人

丿
7
2
（
宮

東

）

菊

地
　

ヱ

イ

ー
8
4
（
第

Ｈ

）

毛

利
　

と

し

Ｉ

８４
（
光
川
か
）

市

山
　

稔

″
‘
6
0（
幤
ぶ
四
）

村

上
　

ト

ヨ
ー
9
9
（
第

８

）

佐

藤

ハ

ツ

ミ

ー
8
3
（
錦

町

）

舟

山
　

忠

利
j
6
3
（
大
町
南
）

菊

地
　

キ

ク

ｊ

Ｓ
（
第

Ｈ

）

池

田

カ

ツ

子

丿
5
9
（
以

幤

）

（
６

月

匐
日

届

出

分

ま

で

）

掲載を希望されない方は 、届け出の際にお申し出下さい。



生涯学習
つうしん

国見町教育委員会生涯学習課

(観月台文化センター〉
0 ( 5 ) 2676 FAX  ( 5 ) 2707

あ
ま
ー
い
芋
に
な
あ
れ
！

～
子
育
て
教
室
で
芋
苗
植
え
～

六
月

．
．．
囗
（
日

）
、
雲

一
つ

な

い
ぷ
‥
空

の

ド
で

、

高
橋
永

治

さ

ん
を
講

師

に
、

フ
ァ

ミ
リ

ー

活

動

を

行

い
ま
し

た
．

日

曜
川

の

た
め

、
家

族
連

れ
立

っ

て
、

そ

れ
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
の
方

々

と
、

人
勢

が
参

加
し

ま

し
た
．

は

じ

め
に

、
講

師
の

鳥
橋

さ

ん

か
ら

さ
つ
ま

…ｒ

の
植

え
方

と

青
て

方

に
つ

い
て

の
説

明
が

あ

り
、

次

に
み

ん
な

で
畑

に

大
っ

て

．
本

一
本

て

い
ね

い
に
苗

を

植

え
ま

し
た
．

小

さ
な

シ

ャ

ベ

ル

で
畝

の
Ｌ

を
掘

り
、

佰

に
匕

を

寄
せ

、
小

さ
な

か

わ

い
い
予

で

親
御

さ

ん
と

。
締

に
活

動
し

て

い

る
姿
は

。

ほ
ほ

え
ま

し

い

限

り
で

す
。
お

父

さ
ん

達
も

。
今

が

出
番

”
と

ば

か
り

に
人

は

り

き

り
で

、
酉

本

川
意

し

た
苗

も

あ

っ
と

い

う
間

に
終
ｒ

で

す
。

小

さ
な

苗
の

」に
に

わ
ら

を
か

け

て

、「
人

き

く
な

あ

れ
。
」「
あ

ま

Ｉ

く

な

あ
れ
ご

と

、
声

を
か

け

な

が
ら

。

最
後

に

水
を

た
っ

ぷ

り
か
け

ま

し
た

。

秋
の

収
穫

を

楽

し

み
に

、
フ

ァ

ミ
リ

ー
活

動

を
終

え
ま

し

た
。

森

林

と

友

だ

ち

に

な

ろ

う

～
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
～

第

二
川

少
年

仲

問
づ

く
り

教

室

は
六

月

九
日

、
白

石

巾
雨

塚

山
地

内
の

山
林

で

「
地

球
環

境

と
森

林

・
森
林

の

は
た

ら
き

」

と
題

し
て

森
林

教

室
を

行

い
ま

し

た
。

福

励
森

林

組
合

の
佐

藤
清

二

さ

ん
よ

り
植

林

に
つ

い
て

の

お

話

を
聞
き

、
地
球

環

境

と
森
林
・

森

林
の
は

た

ら
き

に

つ

い
て
、

テ

キ
ス
ト

を

も
と

に

学
び

ま
し

た

。
植
林

は

、
’………

木

を

一
本

一

本

植
え

る
作

業

か
ら

始
ま

っ
て

傑

育

（
ド
刈

り

、
つ

る
切

り

）

等

何
十

年

も
Ｆ

を
か

け
て

木

を

育

て

る
と

の
お

話
で

す
。

間
伐

材

の
杉

の
木

を
利

川
し

て

、
コ

ー

ス

タ
ー
づ

く

り
で
は

、

初

め

て
ノ

コ
ギ

リ
を

使

う
子

ど

も
も

い
て

、
厚

い
の

や

、
薄

い

の
と

様
々

で
す

が

、
ど

の
ｙ
ｒ
も

最

後

ま
で

や
り

遂

げ
、

自
分

だ

け

の

コ
ー

ス

タ
ー

が
で

き
ま
し

た
。

森
で

、
兄

る

、
ふ

れ
る

、

か
ぐ

、
聞

く

な
ど

の
感

覚
で

み

ど

り
に
接

し

、
ゆ

っ
た

り
と

し

た
気
分
に
な
る
こ
と
は
、
心
の

健
康
に
必
要
な
こ
と
で
す
。
こ

れ
ら
の
活
動
を
と
お
し
て
、
森

林
浴
を
楽
し
み
、
森
と
親
し
み

ま
し
た
。

行 事 のお 知 ら せ

７月

15日（日 ） グラウンドゴルフ教1

16日( 月) 子ども移動図書館(大木戸小)

18日( 水) 阿津賀志学級(陶芸)

ソフト バレーボール教室

19日( 木) 阿津賀志学級(美容)

20日( 金) スポーツテスト

22日(日) グラウンドゴルフ教Ξ

24日( 火) 子育て教室(楽しく子育てする ために)

25日( 水) 阿津賀志学級(陶芸)

27日( 金) 成人学級(町施設等見学)

31日( 火) 少年仲閧づくり教室

(キャンプ)～8月1日

８月

７日(火) 阿津賀志学級(朝顔鑑賞)

10日( 金) 子育て教室(水遊びをしよう)



コ

ー
ヒ

ー
の
香

り

に
包

ま

れ

て

～
く
に
み
女
性
教
室
～

六
月

六

凵
の

く
に

み
女

性

教

室

の
学

習
会

は

、
相

馬
郡

飯

舘

村

の
市

澤
美

由

紀
さ

ん
を

講

師

に

迎
え

、『
コ

ー
ヒ

ー
と
の

出
会

い
』
と

題
し

て

話
を

聞
き

ま
し

た

。飯
舘

村

に
嫁

い
だ

時
か

ら

、

仕

事

を
や

め
現

在
の

自
家

焙

煎

珈

琲

『
椏

久
里

』
を

は
じ

め

る

ま

で
や

、

ホ
ー

ム
コ

ー
ヒ

ー

の

楽

し

み
方

と
し
て

、

新
鮮

な
コ

Ｉ
ヒ
ー
豆
の
見
分
け
方
、
お
い

し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
入
れ
方
な
ど

実
際
に
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
な
が

ら
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
教
室
生
は
、
先
生

の
体
験
談
に
時
に
は
頷
い
た
り
、

笑
つ
た
り
と
、
ま
た
コ

ー
ヒ

ー

の
実
技
で
は
、
フ
ィ
ル

タ
ー
の

折
り
方
や
、
お
潟
の
注
ぎ
方
な

ど
の
基
本
的
な
入
れ
方
な
ど
、

熱
心
に
聞
き
人
つ
て
い
ま
し
た
。

受講生募集のお知らせ

町民陶芸教室
今日 時 ８月２５日( 土)．９月 １日( 土)

９月２２日( 土)．９月29 日( 土) －４回

午前９時30 分～午励1  1 時 30分( ２眄間)

◇場 所 国見町観月台文化センター 陶芸Ξ
◇講 師 東和町在住 陶芸冢 佐久間ぺ 生

◇内 容 手びねり、タタラ作り

絵付け．粕掛け等基本的な作品製作
◇定 員　16 名

◇対 象 国見町に在住又は町内の職場に勤務する方
◇材料費　1  .500円

○牢込み及び問合せ

８月３日(金)まで生涯学習譚生涯学習係へお申込み下さい．
電話での申込みも受付けますバ 魯585  ｰ  26フ６j

実 践 パソ コン 教 室 商業 編

～エクセルで出来る現金出納帳～

◇ 夏季 特別 講 座 ８月２０日（月 ） 、21 （火)  .  22  ( 水 ）

２３（木 ）、２４（金）15 回

◇ 場 所 国 見町 観月 台文 化 セン タ ー 演習 窒

◇ 時 間 午後7 眄 ～９時

◇定 員 ２０名 （ 定員 にな り 次第 締め 切り ）

◇ 対 象 国 見町 に在 住又 は町 内 の 職場 に勤 務す る方

◇ 講 師 岩崎 香 織先 生

◇申 込 み 生涯 学習 係へお申込みください ．｛電話での申込み可｝

φ 内 容

一 日目 エクセルで作耀 する帳簿の利点説明と嗄金出衂唔悍堰（枠）

二 日目 卜目顫 を入力してi二瓱 ９ 示ご芒るための黯t 阪 吭 ひ0糺９賈ｌ

三 日目 実醪に入力（棡に従っての仕訳）と一ヵ月分の屬計、作賢

四 日目 次月詆 黼4S と朗 色訓誨 政 ｙ 哩 が1つひるよう･こｸうﾌｑy

五日目 年間集計
◇受講料　１００円（フロッピー代）

ス
ポ
ー
ツ

あなたの体力は何歳？
町民スポーツテスト

結果は
後日相談

・日時 ７月２０日〔祝〕 午創９畤から

(  65  験から７９歳までの万）

午後1 眄から

（２０巌から６４歳までの方）

・ 場所 観月台文化センター体育館

・ 対象 町在住又は在勤の方で２０峻から７９歳までの方

・ 定員 ６５蔵～７９歳の部 （３０人程度）

２０歳～６４歳の部 （４０人程度）

・ 内昌 ６５磯～７９纖の留…握力測定、上体おこし、

長座体前屈．片足立５、

１０ｍ輝害物歩行、６分間歩行

２０涼～６４歳の部…糎力測定．上体おこし．

反復横とび、畧庠体前屈、

豆５幡凧び、シャトルラン

・申込先 生涯字翩課 社会体爾係へ く電話での申込み可）

小学生のスポーツ教室

・日 鬩 ８月１日（水１．３日（金）の２日間

午前9 時 30分～1 ] 時 30分

・場 所 上野台運動公膕建合運動場・町民プール

・内 容 「プールで楽しく避ぷ！」

「グラウンドゴルフに銚戦！」

・対 象　 小学４･５･６年生３０名

・申込先 生涯学習謀 社会体育係へ

町民プールのお知ちせ

・ 期 間 フ月ﾌ 日 （日 ）から８ 月２６日 （ 日） ま で

＊ ナイタ ーは 、７月２０日 から８月19 日 まで

●畸 胃　 １回目･･-9: ３０～11: ３０

２回目･--13: ００～1500

３回目･･･15: ３０～1  7  : 30

4 回目･ ‥18: ３０～２０:30  (  7月20 日から8 月19 日まで）



N
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W
S
 
P

A
C
K

福
島
県
町
村
会
会
長
就
任
を
祝
う

冨
永
武
夫
町
長
の

福
島
県

町
村
会
会
長
就
任
を
祝
う
祝

賀
会

が
、
６

月
2
7日
Ｊ
Ａ

国

見
総
合
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た

。
町
内
各
界
よ
り
１
５
０

名

が
出
席
し
、
発
起
人
を
代

表
し
佐
藤
忠
美
議
艮
が
あ
い

さ
つ
し
、
冨
永
町
長
と
和
子

夫
人
へ
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
冨
永
町
艮
は
［
町

民
の

皆

さ
ま
に
支
え
て
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で

す
。
国
見
附
を

は
じ
め
県
下
町
村
の

発
展
の

た
め
に
臓
務
を
全
う
す
る
決

意
で
す

ご
と
御
礼
と
決
意
を

述
べ

ま
し

た
。

特
産
の
桃
を
Ｐ
Ｒ

●
ミ
ス
ピ
ー
チ

国
見
町
特
産
の
お
い
し
い

桃
や
福
島
の
く
だ
も
の
を
Ｐ

Ｒ

す
る
2
0
0
1

ミ
ス
ビ
ー

チ

が
、
７
月
３
日
国
見
町
を

訪
れ
ま
し
た

。
ミ
ス
ピ
ー
チ

は
1
0
名
か
ら
な
り
、
こ
の
日

訪
れ
た
の
は

大
波
加
奈
子
さ

ん
外
３

名
で

、「
み
な
さ
ん
が

丹
桶
込
め

た
桃
や
く
だ
も
の

お
い
し

さ
を
、
全
国
へ
紹
介

し
て

よ
い
り
ま
す
ご
と
述
べ

ま
し

た
。
今

後
全
固
各
地
で

Ｐ
Ｒ
活

動
を
展
開
し

ま
す
。

投
票
率
向
上
目
指
し

●
明
る
い
選
挙
推
進
協
躡
会

国
見
町
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
は
６
月
1
5日
、
観
月

台

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
長
に
斎
藤

喜
助

さ
ん
（
町
内
会
長
連
絡

協
裏
会
会
侵
）
を
選
出
、
特

に

参
議
院
選
挙
に
お
い
て
は

街
頭

啓
発
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
と
し

、
年
問
計
画
に
基

づ
き
投
票
率
向
上
の
た
め
、

啓
発
活
動
を
積
極
的
に
展
開

す
る
こ
と

を
確
認
し

ま
し
た
。

迫
力
の
演
技

●
少
年

劇
場
「
お
に
の
捨
六
」

国
見
町
芸
術
文
化
事
業
ｙ

少
年
劇
場

「
お
に
の
捨
六
」

が
６

月
2
3日
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
上
演

さ
れ

ま
し
た
。

お
に
の
捨
六
と

お
よ
み
の
恋

物
語
を
通
じ
て

、
人
間
が
失

い
か
け
て
い
る

も
の

、
大
切

な
も
の
と
は
何
か
を
問
い
か

け
る
の

が
テ
ー
マ
で

す
。
多

く
の

小
中
学
生
や
家
族
連
れ

が
訪
れ
。
迫
力
あ
ふ

れ
る
ナ

マ
の

演
技
を
楽
し
み

ま
し
た
。

小
さ
な
天
才
た
ち

う

し

ざ

わ

川

に

行

っ

た

よ

大
本
戸
小
　
二
汪
　
志
杓
肉
兇

き
ょ

う
ノ

つ
し
ざ

わ
川
に

行
き

ま
し

た
Ｉ

一

。

二

年
生
で

行

き
・
ま
し

た

。
ざ

り
が

に
は
と

り
．ｗ

か

っ

だ
け

れ
ど
『

だ
の

し
か
っ

た
で

す

。

ど

ろ

あ
そ
ぴ

も
し

ま
し

た

。
ど
ろ

ど
ろ

し
ｒ

ざ
。も
ち
よ

か
っ

た
で

ず
、
囗

の

な
が
れ

が
つ
よ

く

て
『

ざ
り

が

に
が
と

れ
な

か
っ

た
の
で

。
Ｊ

だ
。こ

ん

ど
荊
』行

っ
て
み

た
い
で
１

。

高
橋
一
美
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

廴
杰
:

 
ﾝ
谷
川
良
太

高

。棉

さ

ん
　

牛

沢

川

の

こ

と

を

敦

え

て

い

た

だ

い

て
　

本

当

匚

あ

り

か

と

・・つ

ご

ざ

い

ふ｛

｝
し

た

牛

衣

川

が

貝

冊

か

ら

流

れ

て

く

る

こ

ど

や

。

Ｂ

は

そ

の

水

を

飲

む

こ

と

が

で

き

る

ぐ

ら

い

に

Ｉ

れ

い

だ

つ

鳧

こ

と

を

扣

じ

汝

し

た

。・

ぼ

く

は

ぴ
」
つ

…
……
‥
。ゝ’‘
し

ま

し

た

厂

て

れ

に

。

ぷ

タ

ル

す
・
い

た

し
『

ハ

ヤ

ヤ

フ

ナ

な

ど

が

い

て

『

つ

り

が

で
・
ぎ

た

こ

と

ぞ

初

め

て

知

り

工

し

た

。

午

沢

川

も

人

間

と
『

し

よ

う

匚

変

化

し

か

凵
弋

い

ろ

い

ろ

な

こ

七

が

よ

る

ん

で

す

ね
『
。

か
Ｉ
。
・
Ｊ

ぎ

１
・
で

い

た

だ

き

胥
・
し

た

。

ほ

ん

と

う

に

お

い

し

か

っ

た

で

了

。

編
集

発
行

国

見

町
　

総

務

課

〒

９

６

９

－

Ｉ

フ

９

２

福

島

県

伊

達

郡

国

見

町

大

字

頤

田

字

一

丁

田

二

、

２

の

１

Ｔ

Ｅ

Ｌ

Ｏ

２

４
－
５

８

５
－

２

１

１

１

Ｆ

Ａ

Ｘ

Ｏ

２

４

１
５

８

５
‐

２

１

８

１

ｍ

：

　
ｋ
０
２
９
２
３
　
ｓ

．
０
９

．『
ｉ
・
も
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